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南極氷床沿岸における海洋-棚氷-氷床相互作用の解明を目指して、2011/12 年に宗谷海岸

域に位置するラングホブデ氷河での熱水掘削と氷床底面観測を予定している。南極での掘

削にむけて、これまで山岳氷河において熱水掘削を実施してきた。2010 年 2–3 月には南パタ

ゴニア氷原ペリート・モレノ氷河にて、パタゴニア氷原では世界初となる熱水掘削と底面水圧

の測定に成功した。ペリート・モレノ氷河は湖に流入する流れの速いカービング氷河であり、

その底面水圧と流動速度との関係を示すデータは、沿岸での氷床流動機構に重要な示唆を

与えるものである。本発表では、ペリート・モレノ氷河での掘削と得られたデータの意義につ

いて説明し、南極における掘削計画の進捗を報告する。 


